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IOT における新しい基幹インフラに付随する社会システムと生活は、次世代技術におけ

る大手企業の参加とともに、絶対的なプレゼンスを市場へ提供する。これら技術とシステ

ムにおける基準は、新しい時代における企業の市場参加の条件である。グローバルマーケ

ットにおける価格と技術基準は、市場の統一において、企業においてはこの基準の受入は

不可避である。 

 

新しいビジネススタンダードは、世界における先端 MBA システムにおいて与えられ、時

代先端性を創造する。これらは、既存現実において、企業の振り分けを与える。企業運営

基準が既存性においては、もはや不可能なのである。 

 

競争原理と市場原理は、その巨大資本を与え、勝者と敗者における現実を与える。これ

らは新しいエリートたちの世界を有するのである。 

 

 これらは新しい時代の企業の市場参加の基準である。世界というメガマーケットにおけ

る絶対的コアコンピタンスは、その先端性を圧倒的に自己に有するのである。 

 

 留意して観察を求めるとき、その独自性は、新興 IT 企業において、コアコンピタンスを

提供したのである。 

 

 また大手企業の代表される、製造業において、新しい技術基準は遥かに想像を超えるも

のである。これらは明らかに経済における新しい時代を証明するのである。 

 

  


